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担当執行部

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第1期 1975 11 １号 2 佐々木宏幹 「曹青の原点は何か」教団の自己矛盾を宗教的エネルギーに 駒沢大学教授
第1期 1975 11 １号 2 田辺哲崖 「曹洞宗青年会に望む」時代の要請に答えよ 宗務総長（発起人大会での講演より）
第1期 1975 11 １号 2 門脇允元 「創刊にあたり」 設立委員会委員長
第1期 1975 11 １号 4 五十嵐千彦 仏像との対話「仏様が私をはなさない」輝く表情にみせられて 写真家
第1期 1975 11 １号 4 有馬実成 明日への視角「私の中の北朝鮮（１）」
第1期 1976 2 ２号 1 山田霊林 「曹青に望む」混迷をすくう浄行 名誉総裁・永平寺貫主
第1期 1976 2 ２号 1 岩本勝俊 「曹青に望む」随処に主を作る 名誉総裁・總持寺貫主
第1期 1976 2 ２号 4 有馬実成 明日への視角「私の中の北朝鮮（２）」真に三国伝灯とは
第1期 1976 11 ３号 1 秦慧玉 「万行只坐に向かって」 永平寺貫主
第1期 1976 11 ３号 1 菊池裕光 東北地方集会を企画して「たましいとのであい」 実行委員会事務局長
第1期 1976 11 ３号 2 杉山二郎 「南都の庶民信仰」 東京国立博物館室長
第1期 1976 11 ３号 3 山内光昭 東海地方集会を終えて 委員長
第1期 1976 11 ３号 4 倉田厳円 宗教法人法入門「宗教法人法の目的」 弁護士
第1期 1977 2 ４号 1 田辺哲崖 「青年僧に期待する」 宗務総長
第1期 1977 2 ４号 1 佐藤正道 「曹洞宗青年会に望む」 曹洞宗宗務庁教化部長
第1期 1977 2 ４号 2 天野宏雄 東北大会を終えて 実行委員長
第1期 1977 2 ４号 2 杉山二郎 「南都の庶民信仰（その２）」大衆教化の接点とは 東京国立博物館室長
第1期 1977 2 ４号 4 宮入宗乗 「陸奥の炎を全国へ」教養セミナーから学んだもの
第1期 1977 2 ４号 4 新刊紹介「風の中を歩く」酒井大岳著
第1期 1977 2 ４号 4 倉田厳円 宗教法人法入門「宗教団体とは何か」 弁護士
第2期 1977 6 ５号 1 石附周行 「教化の 前線に立つ」試行錯誤の中からの出発 全曹青会長
第2期 1977 6 ５号 2 板橋興宗 全曹青への提言「青年僧よ、坐禅に取組め」宗教離れした大衆のために 總持寺祖院単頭
第2期 1977 6 ５号 2 杉山二郎 「南都の庶民信仰（その３）」大衆教化の接点とは 東京国立博物館室長
第2期 1977 6 ５号 4 関山和夫 「現代布教の問題点」九州教養セミナー講演予告
第2期 1977 6 ５号 4 「日本仏教意外史」九州集会開催予告
第2期 1977 6 ５号 4 倉田厳円 宗教法人法入門「境内建物及び境内地について」 弁護士
第2期 1978 2 ６号 3 有馬実成 「大衆教化の接点を求めて」オリエント茶会の意味と展望（１）
第2期 1978 2 ６号 3 杉山二郎 「南都の庶民信仰（その４）」東大寺焼失と重源の出現 東京国立博物館東洋考古室長
第2期 1978 2 ６号 4 中野東禅 各宗青年会の動向「浄土真宗の特色」 曹洞宗教化研修所講師
第2期 1978 2 ６号 4 倉田厳円 宗教法人法入門「宗教団体とは何か」 弁護士
第2期 1978 3 ７号 1 石附周行 「年間事業をふりかえって」基本的性格とその役割 全曹青会長
第2期 1978 3 ７号 1 蔵山光堂 「全曹青に望む」底辺への望み 曹洞宗教化部長
第2期 1978 3 ７号 2 天野宏雄 禅の集いに思う
第2期 1978 3 ７号 3 中野東禅 各宗青年会の動向「特色ある教化活動」 曹洞宗教化研修所講師
第2期 1978 3 ７号 3 倉田厳円 宗教法人法入門「宗教団体とは何か」 弁護士
第2期 1978 6 ８号 1 桑原眉尊 「全曹青に望む」急ぐべし　あわてるべからず 曹洞宗広報室長
第2期 1978 6 ８号 2 南敬爾 全曹青の健全な財務運用を願って 全曹青　財務担当
第2期 1978 6 ８号 3 中野東禅 各宗青年会の動向「日蓮宗・真宗大谷派　教化の 先端を行く」 曹洞宗教化研修所講師
第2期 1978 6 ８号 3 倉田厳円 宗教法人法入門「宗教法人の事業について」 弁護士
第2期 1978 9 ９号 1 伊藤襄爾 「全曹青に望む」いのちの実在　縁起を確かめよ 曹洞宗秘書室長
第2期 1978 9 ９号 5 有馬実成 「大衆教化の接点を求めて」オリエント茶会の意味と展望（２）
第2期 1978 9 ９号 5 倉田厳円 宗教法人法入門「宗教法人の財産処分について」 弁護士
第2期 1979 1 １０号 1 石附周行 禅の集い運動の再発見「禅文化学林に学ぶ」 全曹青会長
第2期 1979 1 １０号 1 楢山大典 「全曹青に望む」教化は青年の意気と感覚で 曹洞宗布教部長
第2期 1979 1 １０号 2-3 石附周行他出席者８名 座談会「新しい躍動への期待」
第2期 1979 1 １０号 5 有馬実成 「大衆教化の接点を求めて」オリエント茶会の意味と展望（３）
第2期 1979 1 １０号 6 倉田厳円 宗教法人法入門「宗教法人の公益事業」 弁護士
第2期 1979 3 １１号 1 阿部博邦 「全曹青に望む」まず仲間づくりから地道な努力を持続的に 教学部長
第2期 1979 3 １１号 2 松倉紘洋 今年度事業をふりかえって「経験を次の飛躍のために」 全曹青事務局長
第2期 1979 3 １１号 3 有馬実成 「大衆教化の接点を求めて」オリエント茶会の意味と展望（４） 終回
第2期 1979 3 １１号 3 倉田厳円 宗教法人法入門「寺の収入と住職の収入」 弁護士

『そうせい』掲載箇所 講師・執筆者・取材先情報



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第3期 1979 8 １２号 3 佐藤泰惇 「大衆教化の接点を求めて」拓かれた寺院の姿を 全国曹洞宗青年会長
第3期 1979 12 １３号 2 佐野令彬 二祖様の法縁を活かそう 全曹青事業部長・記念事業実行委員長
第3期 1979 12 １３号 3 黛敏郎 「永平寺の四季」作曲に当り勝縁を機に後世に残したい
第3期 1979 12 １３号 3 佐藤泰惇 果てしない行願を 全国曹洞宗青年会長
第3期 1979 12 １３号 4 倉田厳円 宗教法人法入門「儀式典礼を施行前提に許諾しない限りは拒否」 弁護士
第3期 1980 5 １５号 1 朝日泰峯 「全曹青に望む」就任にあたって 曹洞宗教化部長
第3期 1980 5 １５号 2 佐野令彬 「いつの日にか、永平寺のイメージ曲として定着することを夢見て」 奉讃事業実行委員長
第3期 1980 7 １６号 1 佐藤泰惇 組織の再編成をめざして 全国曹洞宗青年会長
第3期 1980 7 １６号 1 田中亮三 「全曹青に望む」八十年代の旗手となれ 教学部長
第3期 1980 7 １６号 2 天野宏雄 春期中央禅の集い―開催報告 研修委員
第3期 1980 7 １６号 4 桑原大宗 良寛和尚の生涯と人となり 新潟県曹洞宗青年会会長
第3期 1980 9 １７号 1 岡田巳成 「全曹青に望む」何事にも虚心たれ 宗務総長
第3期 1980 9 １７号 2 村瀬信行 天童寺参拝の記 海外仏教文化交流実行委員長
第3期 1980 10 １８号 1 佐藤泰惇 特別記念演奏会を終えて 全国曹洞宗青年会長
第3期 1980 10 １８号 1 大島恭竜 孝順心に相通じて　演奏会 大本山永平寺監院
第3期 1980 10 １８号 1 大竹明彦 「全曹青に望む」巨大なエネルギーを結集せよ 財務部長
第3期 1980 10 １８号 2 佐野令彬 感動の奉納演奏会 実行委員長
第3期 1980 10 １８号 2 藤田敏雄 新曲カンタータ「只管打坐」涅槃交響曲
第3期 1980 10 １８号 4 村瀬信行 「宗祖ゆかりの地を訪ねよう」 好機・天童寺拝登 海外仏教文化交流実行委員長
第3期 1980 12 １９号 1 小川義道 「全曹青に望む」大衆教化の接点を求めて 出版部長
第3期 1981 3 ２０号 1 三宅心戒 「全曹青に望む」全曹青に若い力のあふれる活動を 伝道部長
第3期 1981 3 ２０号 1 佐藤泰惇 宗勢恢興への道 ピー（インド石造全国曹洞宗青年会会長
第3期 1981 3 ２０号 3 佐野令彬 特別事業　大遠忌奉讃事業の反省 実行委員長
第4期 1981 6 ２１号 1 桑原大宗 みずからの行履をもとめて 全曹青会長
第4期 1981 6 ２１号 1 佐藤泰惇 ―退任にあたって―水急なるも月を流さず 前全曹青会長
第4期 1981 6 ２１号 3 佐野令彬 福井市へ交通安全対策車を寄贈 実行委員長
第4期 1981 9 ２２号 1 桑原大宗 全曹青事業後期をむかえて 全曹青会長
第4期 1981 9 ２２号 1 田中亮三 「全曹青に望む」宗門の活性化に期待して 宗務総長
第4期 1981 9 ２２号 2-5 出席者２２名 座談会「全曹青六年のあゆみとこんごの活動と展望」
第4期 1981 9 ２２号 中野東禅 「全曹青への提言」連動する活動と仲間へ 全曹青常任講師
第4期 1981 9 ２２号 6 長尾昭雄 緑陰禅の集いＶＳサマースクール 静岡青年会副会長
第4期 1981 9 ２２号 7 北上文雄 坐・ハングリー 新潟曹青実行委員長
第4期 1981 9 ２２号 8 有馬実成 クメール文化の蘇生を望む―中核は教育支援活動― 曹洞宗東南アジア難民救済会議企画実行委員長
第4期 1982 1 ２３号 1 桑原大宗 年頭所感「新年をむかえて」 全曹青会長
第4期 1982 4 ２４号 1 佐藤泰惇 「全曹青への提言」いまなぜ「自らの行履を求めて」なのか 全曹青顧問
第4期 1982 4 ２４号 2 岡部康善 授戒会を体系的に学ぶ 研修委員長
第4期 1982 4 ２４号 2 桑原大宗 五十六年度をふりかえって 全曹青会長
第4期 1982 8 ２５号 1 桑原大宗 活性化への道 全曹青会長
第4期 1982 8 ２５号 3 楢山大典 全曹青に望む 教化部長
第4期 1982 8 ２５号 5 岡部康善 前期禅のつどい　中央研修会をおえて 研修委員長
第4期 1982 8 ２５号 7 若槻諦世 「提言」生涯教育に応える宗教活動を 兵庫県教育委員会社会教育指導主事
第4期 1982 8 ２５号 9 青木俊亨 カンタータ只管打坐「素晴らしい感動」 ハワイ大正寺開教師
第4期 1982 12 ２６号 1 桑原大宗 ２１世紀に仏教は答えうるか 全曹青会長
第4期 1982 12 ２６号 3 細川祐葆 全曹青に望む 人事部長
第4期 1982 12 ２６号 7 竜昌寺 鈴木善幸首相　菩提寺に参拝 岩手県山田町
第4期 1982 12 ２６号 8 若槻諦世 「提言」現代家庭の崩壊と仏陀の救い 兵庫県教育委員会社会教育指導主事
第4期 1983 2 ２７号 1 桑原大宗 御挨拶 全曹青会長
第4期 1983 2 ２７号 3 高橋定道 全曹青に望む「大衆社会との架け橋に」 教化部長
第4期 1983 2 ２７号 6 松本皓一 「提言」生の宗教・仏教 駒沢大学教授
第4期 1983 5 ２８号 1 桑原大宗 第四期をふりかえって 全曹青会長
第4期 1983 5 ２８号 3 渡会正純 曹洞宗の声明について 鶴見女子高校教諭
第4期 1983 5 ２８号 4 伊藤豊饒 全曹青に望む「青少年教化の善導をめざせ 伝道部長
第4期 1983 5 ２８号 7 中野東禅 「提言」教化の活動と内容をマルチ化しよう 教化研修所
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第5期 1983 7 ２９号 1 桜井孝順 厳しい自覚で教化の実践を 全曹青会長
第5期 1983 7 ２９号 2 桑原大宗 退任にあたって 前全曹青会長
第5期 1983 7 ２９号 3 伊藤治雄 ひたむきな精進を 宗務総長
第5期 1983 7 ２９号 7 正野光周 全国曹青活動の未来像を求めて 庄内曹青会長
第5期 1983 7 ２９号 8-11 講演　内林達夫 ＮＨＫ特集　こどもたちの食卓～なぜひとりで食べるのか ＮＨＫ家庭部次長
第5期 1983 10 ３０号 1 桜井孝順 地域社会に根ざした教化を 全曹青会長
第5期 1983 10 ３０号 2 梅田信隆 而今現成 曹洞宗管長・大本山總持寺貫首
第5期 1983 10 ３０号 3 秦慧玉 不退の精神 大本山永平寺貫首
第5期 1983 10 ３０号 4 大谷俊定 はがき提言「求める宗教へ」 全曹青副会長
第5期 1983 10 ３０号 4 田中仙翁 はがき提言「心の支えとなる」 大日本茶道学会会長
第5期 1983 10 ３０号 4 三遊亭円楽 はがき提言「二本柱」 落語家
第5期 1983 10 ３０号 4 柴田哲雄 はがき提言「新鮮な自己」 東禅寺副住職
第5期 1983 10 ３０号 4 青山俊董 はがき提言「寺は転法輪の道場」 愛知専門尼僧堂
第5期 1983 10 ３０号 5 久我孝顕 はがき提言「失敗が成長を生む」 全曹青評議員
第5期 1983 10 ３０号 5 小田原利仁 青年像の役割 教化部長
第5期 1983 10 ３０号 6 山田恭道 はがき提言「青年宗侶に期待」 福定寺住職
第5期 1983 10 ３０号 6 楠俊道 はがき提言「先人の開拓の地に根を」 全曹青評議員
第5期 1983 10 ３０号 6 伊藤博陽 はがき提言「僧衣姿で」 全曹青評議員
第5期 1983 10 ３０号 6 三浦信英 はがき提言「歴史と現代を自覚」 全曹青評議員
第5期 1983 10 ３０号 6 無着成恭 はがき提言「二十一世紀の禅問答」 教育評論家
第5期 1983 10 ３０号 7 別府良孝 はがき提言「ＶＩＴＡＬ　ＣＡＭＰＵＳ　ＣＬＵＢ」 竜潭寺副住職
第5期 1983 10 ３０号 7 金岡秀友 はがき提言「帰依僧」 東洋大教授
第5期 1983 10 ３０号 8 徳田九二 海外トピックス「南米ブラジルでの布教」 ベロホリゾンテ禅センター主任開教師
第5期 1983 10 ３０号 9 栗田光潤 海外トピックス「インド・日本寺の一日」 愛媛県法秀寺住職
第5期 1983 10 ３０号 11 能勢隆之 志ある者の集い―枯木会・移動式叢林を計画― 弁道会会場主
第5期 1984 2 ３１号 1 桜井孝順 年頭の御挨拶 全曹青会長
第5期 1984 2 ３１号 2 池田好雄 「提言」二十一世紀の禅の担い手 特派布教師
第5期 1984 2 ３１号 3 永井孝道 「全曹青に期待」日常底の弁道 宗務総長
第5期 1984 4 ３２号 １ 桜井孝順 昭和５９年度全国曹洞宗青年会総会のご案内 全曹青会長
第5期 1984 5 ３３号 1 桜井孝順 十周年を迎え更に飛躍を 全曹青会長
第5期 1984 5 ３３号 3 中野東禅 資料「食を見直す」 教化研修所講師
第5期 1984 5 ３３号 5 太田薫一 仏法の総府 出版部長
第5期 1984 7 ３４号 4 桜井孝順 《所信》全員の英知と情熱を結集して 全曹青会長
第5期 1984 7 ３４号 8 松倉紘洋 十周年記念事業にむけて 全曹青結成十周年記念特別事業実行委員会
第5期 1984 10 ３５号 1 桜井孝順 価値ある事業展開 全曹青会長
第5期 1984 10 ３５号 3 桜井秀雄 十周年を祝い「講演録『緑陰説法』の刊行を欣ぶ」 駒沢大学総長
第5期 1985 2 ３６号 1 桜井孝順 年頭の御挨拶 全曹青会長
第5期 1985 2 ３６号 2 青山俊董 《指針》道は無窮 愛知専門尼僧堂
第5期 1985 2 ３６号 8 松倉紘洋 ”ほほえみの石仏展“を終えて 実行委員長
第5期 1985 2 ３６号 9 野田千尋 ”ほほえみの石仏展“によせて 鹿児島鹿屋市文化財保護審議会会長
第5期 1985 5 ３７号 1 桜井孝順 第五期を振り返って―出会い・素晴らしい仲間― 全曹青会長
第5期 1985 5 ３７号 4 大谷俊定 第七回禅文化学林天童寺拝登を終えて 副会長
第5期 1985 5 ３７号 5 吉田高明 天童寺拝登―余語山主老師に随行して― 乗寺侍局
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第6期 1985 7 ３８号 6 宮本保明 人物紹介　此寺に和尚あり 奈良県吉野郡心月院住職
第6期 1985 7 ３８号 7 南こうせつ 「散歩道」　僕もお寺に色を着けたいな シンガーソングライター
第6期 1985 9 ３９号 3 桑原眉尊 全曹青の活躍に期待する 宗務総長
第6期 1985 9 ３９号 4 鈴木昭雄 人物紹介　此寺に和尚あり 山形県蓬莱院住職
第6期 1985 9 ３９号 4 平家芳雄 人物紹介　此寺に和尚あり 滋賀曹洞宗青年会会長
第6期 1985 9 ３９号 5 原辰徳 「散歩道」　男として生き抜かなくっちゃ 読売ジャイアンツ
第6期 1985 11 ４０号 3 吉岡棟憲 日航機墜落事故犠牲者現地慰霊法要を実施して 全曹青会長
第6期 1985 11 ４０号 4-5 高田浩一 日本における食糧事情の現状と将来 朝日新聞社編集委員講演より
第6期 1985 11 ４０号 4 雲山文夫 我が曹青を語る（１） 岐阜県曹洞宗青年会
第6期 1985 11 ４０号 5 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1985 11 ４０号 6 久峩経二 人物紹介　此寺に和尚あり 宮崎県観音寺住職
第6期 1985 11 ４０号 6 北上文雄 人物紹介　此寺に和尚あり 新潟県円通寺住職
第6期 1985 11 ４０号 7 塚本三郎 「散歩道」　体験する悟りだから〝妙〟なのです 民社党中央執行委員長
第6期 1986 1 ４１号 3 我妻耕道 東北曹青十周年記念大会を振り返って 実行委員長・宮城曹青会長
第6期 1986 1 ４１号 4-5 理事・評議員より 全曹青の明日「61年を展望する」
第6期 1986 1 ４１号 4 多羅尾道春 「挨拶」皆さんに期待します 教化部長
第6期 1986 1 ４１号 5 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1986 1 ４１号 6 飯田頼昭 人物紹介　此寺に和尚あり 鳥取県延暦寺住職
第6期 1986 1 ４１号 6 広晃義 人物紹介　此寺に和尚あり 三重県自性寺住職
第6期 1986 1 ４１号 7 三遊亭円楽 「散歩道」　落語宗の説法で衆生済度をしたい 落語家
第6期 1986 3 ４２号 4-5 小泉智謙 青少年の非行と家庭の問題について（上） 愛知少年院長
第6期 1986 3 ４２号 4 今泉尚道 我が曹青を語る（２） 青森曹青
第6期 1986 3 ４２号 5 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1986 3 ４２号 6 太田善久 人物紹介　此寺に和尚あり 愛知県大聖寺副住職
第6期 1986 3 ４２号 6 福村俊弘 人物紹介　此寺に和尚あり 愛媛県西滝寺住職
第6期 1986 3 ４２号 ７ 柏木由紀子 「散歩道」今、今って感じで頑張ります！ 女優
第6期 1986 5 ４３号 3 村上徳存 四国大会を振り返って 四国曹青会長
第6期 1986 5 ４３号 4-5 小泉智謙 青少年の非行と家庭の問題について（下） 前愛知少年院長
第6期 1986 5 ４３号 4 向隆光 我が曹青を語る（３） 佐賀曹青
第6期 1986 5 ４３号 5 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1986 5 ４３号 6 家古谷光現 人物紹介　此寺に和尚あり 広島県長福寺
第6期 1986 5 ４３号 6 高田良一 人物紹介　此寺に和尚あり 神奈川県玄倉寺
第6期 1986 5 ４３号 ７ 平沢興 「散歩道」人間、無限の可能性をもつ不思議な生物 京都大学元総長
第6期 1986 5 ４４号 3 吉岡棟憲 ６１年度全曹青運営にあたって 全曹青会長
第6期 1986 8 ４５号 3 今川耀詮 第９回東海曹青大会・第７（８）回禅文化学林大会を振り返って 東海曹洞宗青年会会長
第6期 1986 8 ４５号 4 吉川俊雄 我が曹青を語る（４） 山口県曹洞宗青年会
第6期 1986 8 ４５号 5 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1986 8 ４５号 6 宮崎証堅 人物紹介　此寺に和尚あり 岐阜県宝禅寺住職
第6期 1986 8 ４５号 6 村田和元 人物紹介　此寺に和尚あり 長崎県浄香寺住職
第6期 1986 8 ４５号 ７ 花岡大学 「散歩道」宗教的な暖かさ、やさしさが必要なのです 仏教伝道文化賞受賞・童話作家
第6期 1986 10 ４６号 3 吉岡棟憲 一層の結集を願って 全曹青会長
第6期 1986 10 ４６号 4-5 雲井亨拳 禅の体験をとおして生じた人生観（感） 広島県曹洞宗青年会・多聞寺住職
第6期 1986 10 ４６号 4 富田基房 我が曹青を語る（５） 奈良県曹洞宗青年会
第6期 1986 10 ４６号 5 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1986 10 ４６号 6 植村正道 人物紹介　此寺に和尚あり 静岡県石雲院住職
第6期 1986 10 ４６号 6 野田大燈 人物紹介　此寺に和尚あり 香川県報四恩精舎主
第6期 1986 10 ４６号 ７ 花崎みさを 「散歩道」通して下さる方が一杯いる 養護施設『野の花の家』園長
第6期 1986 12 ４７号 4-5 桜井孝順 精進料理とその心 可睡斎典座・全曹青前会長
第6期 1986 12 ４７号 4 中島徳禅 我が曹青を語る（６） 愛知県第一曹洞宗青年会
第6期 1986 12 ４７号 5 笛岡教雄 茶と禅の心 掛川市法泉寺
第6期 1986 12 ４７号 5 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1986 12 ４７号 6 楠俊道 人物紹介　此寺に和尚あり 福島県長照寺副住職
第6期 1986 12 ４７号 6 乙川暎元 人物紹介　此寺に和尚あり 新潟県宗現寺住職
第6期 1986 12 ４７号 7 菩提樹 「散歩道」スポーツ感覚の坐禅がいい デュオ
第6期 1987 2 ４８号 4 永見勝徳 我が曹青を語る（７） 島根県石見曹洞宗青年会
第6期 1987 2 ４８号 5 吉岡棟憲 第８（９）回禅文化学林を終えて 全曹青会長
第6期 1987 2 ４８号 6 金田諦応 人物紹介　此寺に和尚あり 宮城県通大寺副住職
第6期 1987 2 ４８号 6 大森正道 人物紹介　此寺に和尚あり 岐阜県汲月院住職
第6期 1987 2 ４８号 7 丹羽廉芳 「散歩道」孝を名づけて戒となす 大本山永平寺貫首
第6期 1987 2 ４８号 8 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師
第6期 1987 4 ４９号 2 村上正光 「宗教と生命観」今みつめよう生命 いずも曹洞宗青年会会長
第6期 1987 4 ４９号 3 伊藤恵正 What is your name?スリランカ寺院宿泊体験で学んだこと 愛知龍洞院徒弟
第6期 1987 4 ４９号 4 小原宜弘 我が曹青を語る（８） 茨城県曹洞宗青年会
第6期 1987 4 ４９号 5 秦辰也・ﾌﾟﾗﾃｨｰﾌﾟ夫妻 「散歩道」本当の相互理解が願いです 曹洞宗ボランティア会
第6期 1987 4 ４９号 6 山口晴通 「研修」　詩偈と禅 駒沢大学講師



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第7期 1987 5 ５０号 3 吉岡棟憲 第六期全国曹青会長を終えて 前全曹青会長
第7期 1987 7 ５１号 3 須川法昭 九州曹青長崎大会を終えて 九州曹青会長
第7期 1987 7 ５１号 5 尾関孝英 いわゆる霊感商法とその対策（一） 弁護士
第7期 1987 7 ５１号 6 細谷邦憲 我が曹青を語る（９） 山形曹青
第7期 1987 7 ５１号 ７ 松永然道 「散歩道」永平寺国際部 大本山永平寺国際部主任講師
第7期 1987 9 ５２号 5 尾関孝英 いわゆる霊感商法とその対策（二） 弁護士
第7期 1987 9 ５２号 6 大場良憲 我が曹青を語る（１０） 四国曹青会長
第7期 1987 9 ５２号 7 山田ボパナ 「散歩道」 ＣＣＣ会長
第7期 1987 １１ ５３号 5 尾関孝英 いわゆる霊感商法とその対策（三） 弁護士
第7期 1987 １１ ５３号 6 山崎秀道 人物紹介　此寺に和尚あり 山梨県福昌寺住職
第7期 1987 １１ ５３号 6 村上正光 人物紹介　此寺に和尚あり 島根県医王寺住職
第7期 1987 １１ ５３号 ７ 無着とき 「散歩道」 千葉県福泉寺寺族
第7期 1988 1 ５４号 1 神野哲州 謹賀新年 全曹青会長
第7期 1988 1 ５４号 6 服部秀世 我が曹青を語る（１１） 静岡中部青年会会長
第7期 1988 1 ５４号 6-7 三好政子 涅槃会によせて「花草餅とヤショウマ」 岐阜県恵那郡福岡町高山在住
第7期 1988 4 ５５号 2 中野東禅 いのち新シリーズ「佛教ホスピスをめざして（一）」―ホスピス運動と老人医療の現状―

第7期 1988 4 ５５号 3 三宅俊禅 我が曹青を語る（１２） 岩手曹青
第7期 1988 5 ５７号 5 中野東禅 「佛教ホスピスをめざして（二）」―日本人の生命観と末期患者の心―
第7期 1988 5 ５７号 6 佐藤和二 我が曹青を語る（１３） 三重県曹洞宗青年会会長
第7期 1988 7 ５８号 4 甲斐義康 我が曹青を語る（１４） 宮崎県曹洞宗青年会会長
第7期 1988 7 ５８号 5 中野東禅 「佛教ホスピスをめざして（三）」―病名告知を受容―
第7期 1988 7 ５８号 6 佐川龍弘 人物紹介　此寺に和尚あり 岐阜県常栄寺住職
第7期 1988 7 ５８号 6 大萱生秀明 人物紹介　此寺に和尚あり 岩手県江岸寺徒弟
第7期 1988 7 ５８号 ７ 橋本千枝子 「散歩道」 劇団伽羅倶梨
第7期 1988 12 ５９号 3 中野東禅 「佛教ホスピスをめざして（四）」―臨床的死の受容―
第7期 1988 12 ５９号 4 桂川道雄 花祭りカードの普及を目指して 研修委員長
第7期 1989 5 ６０号 5 中野東禅 「佛教ホスピスをめざして（五）」―死後観念とターミナルケア―
第7期 1989 5 ６０号 6-8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第8期 1989 6 ６１号 3 神野哲州 退任にあたり 全曹青第七期会長
第8期 1989 8 ６２号 3 吉岡博道 研修①宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1989 8 ６２号 5 渡津永子 私のタイ・ネパール旅行記 小６
第8期 1989 8 ６２号 6 井川悦導 尼僧史（一）
第8期 1989 8 ６２号 6 青山俊董 大人になる宗教 愛知専門尼僧堂堂頭
第8期 1989 8 ６２号 7-8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告
第8期 1989 10 ６３号 3 吉岡博道 研修②宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1989 10 ６３号 4 水町尊光 人物紹介　此寺に和尚あり 佐賀県妙鎮寺住職
第8期 1989 10 ６３号 4 鳥羽弘純 人物紹介　此寺に和尚あり 長野県自性寺副住職
第8期 1989 10 ６３号 5 杉山晴康 我が曹青を語る（１５） 静岡県第４宗務所照自会
第8期 1989 10 ６３号 6 富尾智恵 尼僧史（二）
第8期 1989 10 ６３号 7-8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告
第8期 1990 1 ６４号 3 吉岡博道 研修③宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1990 1 ６４号 6 尼僧団便り・尼僧史（三）
第8期 1990 1 ６４号 7-8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告
第8期 1990 3 ６６号 3 吉岡博道 研修⑤宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1990 3 ６６号 4 尼僧団便り・尼僧堂紹介（三）
第8期 1990 3 ６６号 4 中村良円 只らに行ずる 新潟専門尼僧堂堂頭
第8期 1990 8 ６８号 3 吉岡博道 研修⑥ 静岡県正泉寺住職
第8期 1990 8 ６８号 4 大越正禅 人物紹介　此寺に和尚あり 北海道東禅寺住職
第8期 1990 8 ６８号 4 薗部義光 人物紹介　此寺に和尚あり 茨城県慈雲寺住職
第8期 1990 8 ６８号 7 峯岸正典 ヴァチカン研修にむけて　第一回　修道院と僧堂 群馬県長楽寺住職
第8期 1990 8 ６８号 8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告
第8期 1990 10 ６９号 3 吉岡博道 研修⑦宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1990 10 ６９号 5 竹田昭三 我が曹青を語る（１７） 静岡第１宗務所　志太仏教同志会
第8期 1990 10 ６９号 6 鷲見透玄 尼僧団便り「生きるということ―」寸感
第8期 1990 10 ６９号 6 尼僧団便り・尼僧史（五）―朝鮮仏教の尼僧
第8期 1990 10 ６９号 7-8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告
第8期 1990 12 ７０号 2 峯岸正典 ヴァチカン研修にむけて　第二回　聖エジディオ会との交流 群馬県長楽寺住職
第8期 1990 12 ７０号 3 吉岡博道 研修⑧宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1990 12 ７０号 7 尼僧団便り
第8期 1990 12 ７０号 7 青山俊董 真理は一つ　切り口の違いで争わぬ（上）―修道女への講議より― 愛知専門尼僧堂堂頭
第8期 1990 12 ７０号 8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告
第8期 1991 1 ７１号 1 伊藤道宣 三微肇序萬宇四春 全曹青会長
第8期 1991 1 ７１号 3 峯岸正典 ヴァチカン研修にむけて　第三回　日欧の壁を越える 群馬県長楽寺住職
第8期 1991 1 ７１号 6 秋山孝雄 我が曹青を語る（１８） 曹洞宗福島県青年会会医長
第8期 1991 1 ７１号 7 ベナージュ大円 尼僧団便り「十年だまって坐る―アメリカでの再出発にあたり―」
第8期 1991 1 ７１号 7 青山俊董 真理は一つ　切り口の違いで争わぬ（下）―修道女への講議より― 愛知専門尼僧堂堂頭
第8期 1991 1 ７１号 8 昭和６２年度全国曹洞宗青年会意識調査―報告
第8期 1991 1 ７１号 8 吉岡博道 研修⑨宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1991 3 ７２号 2 藤田秀典 我が曹青を語る（１９） 新潟県曹洞宗青年会
第8期 1991 3 ７２号 3 吉岡博道 研修（ 終回）宗門の書〝筆痕〟 静岡県正泉寺住職
第8期 1991 7 ７３号 3 伊藤道宣 退任にあたり 全曹青第８期会長



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第9期 1991 ７ ７３号 2 木南広峰 生きるための仏教　生きる支えとしての仏教（総会所信表明より） 第9期全曹青会長
第9期 1991 ７ ７３号 3 伊藤道宣 退任にあたり 第8期全曹青会長
第9期 1991 ７ ７３号 3 長崎曹青会長 雲仙火山災害義捐金のお願い
第9期 1992 ２ ７４号 3 佐藤一成 岩手曹青シンボルマーク制定 岩手曹青会長
第9期 1992 ２ ７４号 4 福田光昭 雲仙普賢岳噴火災害義損金の御礼 長崎曹青会長
第9期 1992 ２ ７４号 4 小島尚寛 曹岐青15周年記念大会開催さる 岐阜曹青会長
第9期 1992 ３ ７５号 2 木南広峰 年頭挨拶 第9期全曹青会長
第9期 1992 ３ ７５号 2 朝日耕道 年頭挨拶 組織委員長
第9期 1992 ３ ７５号 4 石川譲 寺院コンピューター見聞録 株式会社ソネット
第9期 1992 ６ ７６号 1 伊藤道宣 祝釈尊二千五百五十八歳 顧問
第9期 1992 ６ ７６号 3 竹内俊英 愛三曹青会設立15周年記念大会 大会事務局
第9期 1992 ６ 76号 4 石川譲 寺院コンピューター見聞録 株式会社ソネット
第9期 1992 8 ７７号 4 総会特集
第9期 1992 8 ７７号 4 木南広峰 会長挨拶 全曹青第９期会長
第9期 1993 1 ７８号 4 木南広峰 謹賀新年 全曹青第９期会長
第9期 1993 1 ７８号 4 早坂文明 第17回東北曹洞宗青年会宮城大会　緑in禅 宮城曹青会長
第9期 1993 1 ７８号 4 畔柳尚孝 第16回東海曹洞宗青年会　東海大会 愛知三曹青事務局
第9期 1993 1 ７８号 4 越海暢芳 第15回中国曹洞宗青年会　岡山大会 岡山曹青事務局
第9期 1993 3 ７９号 8 全曹青花祭りキャンペーン
第9期 1993 3 ７９号 8 第１１回禅文化学林報告　アメリカにいおける禅を訪ねて
第9期 1993 3 ７９号 8 三吉由之 道元 山形県第一曹青会長
第9期 1993 3 ７９号 8 鎌原泰彦 「花祭りキャンペーン」アンケート報告および提言 研修委員長
第9期 1993 3 ７９号 8 時準雄 「仏前結婚のすすめ」アンケート報告および提言 事業委員長
第9期 1993 3 ７９号 8 京都曹青記念事業各部会長 京都曹洞宗青年会創立三十周年　記念レセプション開催 京都曹青



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第10期 1993 ７ ８０号 6 吉川俊雄 所信表明 全曹青会長
第10期 1993 12 ８２号 8 井上信一 仏教の現代的使命 仏教振興財団理事長
第10期 1994 3 ８４号 8 井上信一/鎌原泰彦 私流の仏教入門/仏青の役割とは 仏教振興財団理事長/全日仏青
第11期 1996 １ ９２号 2 宮崎　奕保 平成８年迎春によせて 大本山永平寺
第11期 1996 １ ９２号 3 梅田　信隆 隨處作主 大本山總持寺
第11期 1996 １ ９２号 8 渡辺　時夫 青年僧に望む 信州大学教授
第11期 1996 １ ９２号 10 吉津　宜英 やさしい仏教 連載 駒沢大学教授
第11期 1996 4 ９３号 8 市川 真人 佛教と薬草木 （社）佐久薬剤師会会長
第11期 1996 4 ９３号 10 　　鴨志田 恵一 現在の狂気と犯罪～宗教ルポ 月刊『ＲＯＮＺＡ』編集長
第11期 1996 6 ９４号 8 有田　芳生 今、若者は宗教に何を求めているか
第11期 1996 6 ９４号 14 　　　松本 晧一 青年僧に望む 駒沢大学名誉教授
第11期 1996 6 ９４号 16 市川 真人 佛教と薬草木　その2 （社）佐久薬剤師会会長
第11期 1996 9 ９５号 4 森　武生 平等 都立駒込病院外科部長
第11期 1996 9 ９５号 6 有田　芳生 今、若者は宗教に何を求めているか（２）
第11期 1996 9 ９５号 10 市川 真人 佛教と薬草木　その３ （社）佐久薬剤師会会長
第11期 1996 9 ９５号 12 アントン・ウイッキー スリランカの仏教事情 奥羽大学教授
第11期 1996 １ ９６号 3 大竹　明彦 迎春 宗務総長
第11期 1996 １ ９６号 3 佐藤　良彦 迎春 教化部長
第11期 1996 １ ９６号 6 森津　純子 青年僧に望むー医療現場の声からー 昭和大学病院
第11期 1996 １ ９６号 8 青木　俊文 青年僧に望むー雑感ー 弁護士
第11期 1996 １ ９６号 11 有田　芳生 今、若者は宗教に何を求めているか（３）
第11期 1996 １ ９６号 16 市川 真人 佛教と薬草木　その４ （社）佐久薬剤師会会長
第11期 1996 4 ９７号 8 市川 真人 佛教と薬草木　その５ （社）佐久薬剤師会会長
第11期 1996 4 ９７号 10 有田　芳生 今、若者は宗教に何を求めているか(完)
第12期 1997 7 ９８号 24 佐々木宏幹 「青年僧に望む」－現代の宗教的状況に関連づけてー 駒澤大学教授
第12期 1997 7 ９８号 26 太田久紀 『利楽有情』 元駒澤女子短期大学教授
第12期 1997 11 ９９号 7 市川真人 佛教と薬草木　その５ ㈱佐久薬剤師会会長
第12期 1998 1 １００号 12 乙川良英 創刊百号に寄せて 宗務総長
第12期 1998 1 １００号 14 太田久紀 紙上研修「利他行」（３）三、＜他＞について 元駒澤女子短期大学教授
第12期 1998 5 １０１号 5 足立勝子 石鹸を作ってみよう 岐阜県竜雲寺婦人会
第12期 1998 5 １０１号 11 太田久紀 紙上研修「利他行」（４）四、『学習』 元駒澤女子短期大学教授
第12期 1998 5 １０１号 14 藤井隆英 ひまわりの会とは　 ひまわりの会事務局長
第12期 1998 5 １０１号 18 小野幸一郎 「被災地のまち」を見つめて
第12期 1998 8 １０２号 11 太田久紀 紙上研修「利他行」（５）五、『八地沈空の難』 元駒澤女子短期大学教授
第12期 1998 11 １０３号 11 太田久紀 紙上研修「利他行」（６）六、『言葉の練磨』 元駒澤女子短期大学教授
第12期 1998 11 １０３号 13 井上信一 特別寄稿仏法伝道の二大障碍 仏教振興財団理事長
第12期 1999 2 １０４号 15 太田久紀 紙上研修「利他行」（７） 元駒澤女子短期大学教授
第12期 1999 5 １０５号 8 太田久紀 紙上研修「利他行」（８）八、『一箇半箇の接得』 元駒澤女子短期大学教授



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第13期 1999 8 １０６号 1-3 高木　善之 環境問題特集「地球環境の実態を知る」① 環境 「ネットワーク地球村」代表
第13期 1999 8 １０６号 4-5 坪田　正 環境問題特集「めぐりあえてありがとう」① 環境 テクノ経営総合研究所代表取締役
第13期 1999 8 １０６号 11-12 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の極意　①　「金剛経」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 1999 8 １０６号 12-13 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の極意　②　「理趣分」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 1999 8 １０６号 15 米沢　昭博 道元禅師ご生誕８００年報恩講式に想う 京都曹青研修委員
第13期 1999 8 １０６号 34 和田　善明 全国曹洞宗青年会会則改正終える 会則改正委員会会長
第13期 1999 11 １０７号 1-2 高木　善之 環境問題特集「地球環境の実態を知る」② 環境 「ネットワーク地球村」代表
第13期 1999 11 １０７号 3-4 坪田　正 環境問題特集「めぐりあえてありがとう」② 環境 テクノ経営総合研究所代表取締役
第13期 1999 11 １０７号 7-9 相田　一人 「今が大事」　-父、相田みつをを語る- 相田みつを美術館館長
第13期 1999 11 １０７号 12-13 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の極意　③　「法華経寿量品」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 1999 11 １０７号 14 吉田　公雄 全曹青の皆様へ 教化部長
第13期 1999 11 １０７号 15 渡辺　善幸 森林づくりボランティア　「やまびこ隊」 ボランティア 「やまびこ隊」事務局

第13期 1999 11 １０７号 16-18
三上　敏視

小山内　理子
対談　「お寺が世間の常識から解放された空間であればいいのに」

三上　敏視(関西気功協会理事)
小山内　理子(フリーライター)

第13期 1999 11 １０７号 １８ 小山内　理子 パネルディスカッション　「青年僧に望む」を見て フリーライター
第13期 2000 2 １０８号 1 楢崎　通元 ２０００年環境提言　「地球は自分である、仏国土現成を誓願」 瑞応寺専門僧堂　堂長
第13期 2000 2 １０８号 2-3 久保田　孝 ２０００年環境特集　環境ミュージカル「愛と地球と競売人」 ミュージカル　「愛と地球と競売人」プロデューサー

第13期 2000 2 １０８号 4-5 坪田　正 環境問題特集「めぐりあえてありがとう」③ 環境 テクノ経営総合研究所代表取締役
第13期 2000 2 １０８号 6-7 高木　善之 環境問題特集「地球環境の実態を知る」③ 環境 「ネットワーク地球村」代表
第13期 2000 2 １０８号 8-9 相田　一人 「今が大事」　-父、相田みつをを語る- 相田みつを美術館館長
第13期 2000 2 １０８号 10-11 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の語句意　④　「法華経寿量品」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 2000 2 １０８号 12-13 小倉　玄照 慕古を語る　「チャンペラ経は有難くない」
第13期 2000 5 １０９号 1 粟谷　良道 ２０００年環境提言　慕古を語る　「大自然の経巻に学ぶ」 曹洞宗総合研究センター　専任研究員
第13期 2000 5 １０９号 2 押見　俊哉 有珠山噴火　現地レポート ボランティア 北海道第二宗務所第二教区青年部部長

第13期 2000 5 １０９号 4-5 高木　善之 ２０００年環境特集　「地球環境の実態を知る」　④ 環境 「ネットワーク地球村」代表
第13期 2000 5 １０９号 6-7 高原　淳尚 ２０００年提言　青年僧に望む　「心の癒し」 総合企画事業研修委員会委員長8
第13期 2000 5 １０９号 8 相田　一人 禅のつどい中央研修会講演　「今が大事」　-父、相田みつをを語る- 相田みつを美術館館長
第13期 2000 5 １０９号 10 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の語句意　⑤　「法華経観世音菩薩普門品」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 2000 8 １１０号 1 南　直哉 ２０００年環境提言　慕古を語る　「求めるもの、慕うべきこと」 大本山永平寺人権擁護推進室兼国際部主事

第13期 2000 8 １１０号 2-3 養老　猛司 ２０００年提言　「脳と宗教」上 東京大学名誉教授・北里大学教授
第13期 2000 8 １１０号 4-5 高木　善之 ２０００年環境特集　「地球環境の実態を知る」　⑤ 環境 「ネットワーク地球村」代表
第13期 2000 8 １１０号 6-7 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の語句意　⑥　「梵網経」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 2000 8 １１０号 10 萩野　桂記 有珠山噴火　現地レポート　２ ボランティア 曹洞宗有珠山噴火災害現地対策本部　事務局次長

第13期 2000 11 １１１号 1-2 広報取材記 鳥取西部地震災害現地報告 ボランティア
第13期 2000 11 １１１号 4-5 角田　泰隆 曹洞宗の未来への提言　慕古を語る　「我々は何をすべきか？」 駒沢短期大学仏教科助教授・長野県常円寺副住職
第13期 2000 11 １１１号 6-7 養老　猛司 ２０００年提言　「脳と宗教」下 東京大学名誉教授・北里大学教授
第13期 2000 11 １１１号 8-9 野田　大燈 「荒ぶれる若者のこころと癒し」上 報四恩精舎住職・財団法人「喝破道場」理事長・社会福祉法人「四恩の里」理事長

第13期 2000 11 １１１号 12-13 中野　東禅 曹洞宗で読む清規　⑦　「正法眼蔵洗面」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 2001 2 １１２号 1 中尾　良信 ２００１年提言　慕古を語る　「没後作僧」と「在家葬儀」 花園大学仏教学科教授

第13期 2001 2 １１２号 2-4
大竹　明彦
荒木 正昭

２００１年への提言　「新世紀、宗門の指針を語る」 宗務総長

第13期 2001 2 １１２号 6-7 小浜　由美子 ２００１年提言　「アマゾン、大自然のハーモニーとともに」上 環境 「ネットワーク地球村」講師
第13期 2001 2 １１２号 8-9 野田　大燈 「荒ぶれる若者のこころと癒し」下 報四恩精舎住職・財団法人「喝破道場」理事長・社会福祉法人「四恩の里」理事長

第13期 2001 2 １１２号 10-11 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の語句意　⑧　「遺教経」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師

第13期 2001 5 １１３号 １ 中野　天心 ２００１年提言　慕古を語る　「転ずべきは法なり」 曹洞宗特派布教師　長野県常輪寺住職
第13期 2001 5 １１３号 4-5 小浜　由美子 ２００１年提言　「アマゾン、大自然のハーモニーとともに」下 環境 「ネットワーク地球村」講師
第13期 2001 5 １１３号 8-9 中野　東禅 曹洞宗で読むお経の語句意　 終回　「普勧坐禅儀」を読む お経 曹洞宗教化研修所講師、大正大学講師、武蔵野女子大学講師



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第14期 2001 8 １１４号 1 東　隆真 ２００１年提言　慕古を語る　「道元禅師８００年、７５０回大遠忌を迎えて」 駒沢女子大学学長　文学博士
第14期 2001 8 １１４号 4-5 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座(１)-満足の方程式- 環境
第14期 2001 11 １１５号 6-7 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座(2)-満足の方程式- 環境
第14期 2001 11 １１５号 12-13 井上　順孝 現代と宗教　「社会的な信用が失われないうちに」 鶴見大学文学部文化財学科講師
第14期 2001 11 １１５号 18-19 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　１　-人権について考える- 人権 介護士
第14期 2001 11 １１５号 22 尾崎　正善 ２００１年提言　慕古を語る　「宗門儀礼を現代に如何にいかすか」 鶴見大学文学部文化財学科講師
第14期 2001 11 １１５号 26 小池　澄子 エコクッキング　-しいたけのいしづきの梅肉和え- 料理 管理栄養士
第14期 2002 2 １１６号 8-9 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座(3)-満足の方程式- 環境
第14期 2002 2 １１６号 10-11 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　2　-児童虐待について- 人権 介護士
第14期 2002 2 １１６号 12-13 牟田口　義郎 現代と宗教　イスラームを考える 中東報道者の会会長
第14期 2002 2 １１６号 14-15 藤田　一照 sosei international アメリカ-２つの流れ 海外
第14期 2002 2 １１６号 25 小池　澄子 エコクッキング　-かぶの葉のしらす和え- 料理 管理栄養士
第14期 2002 5 １１７号 4-7 SVAとの対話(松永然道師・三部義道師・SVA事務局)
第14期 2002 5 １１７号 10-11 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座(4) 環境
第14期 2002 5 １１７号 12-13 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　3　-犯罪を行った精神障害者の処遇について- 人権 介護士
第14期 2002 5 １１７号 14-15 武井　昭 現代と宗教　「仏教経済学って、何！」 高崎経済大学経済学部教授・付属産業研究所所長・駒沢大学仏教経済研究所員

第14期 2002 5 １１７号 16-17 藤田　一照 sosei international 「アメリカン・ソートー・ゼン(アメリカ製の曹洞禅)」の展開 海外
第14期 2002 5 １１７号 25 小池　澄子 エコクッキング　-うどの皮のきんぴら- 料理 管理栄養士
第14期 2002 8 １１８号 4-6 板橋　興宗 韓国曹渓宗大本山松廣寺を訪ねて　特別寄稿 曹洞宗管長　大本山総持寺貫主
第14期 2002 8 １１８号 4-6  荒木　正昭 韓国曹渓宗大本山松廣寺を訪ねて　体験レポート 全曹青顧問
第14期 2002 8 １１８号 7 佐藤　厚 韓国の仏教と曹渓宗 東洋大学非常勤講師・日本印度学仏教学会データベースセンター主事

第14期 2002 8 １１８号 8-9 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座(5) 環境
第14期 2002 8 １１８号 10-11 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　4　-知的障害者の人権-(具体的事例をもとに) 人権 介護士
第14期 2002 8 １１８号 12-13 武井　昭 現代と宗教　「仏教経済学って、何！」 その２ 高崎経済大学経済学部教授・付属産業研究所所長・駒沢大学仏教経済研究所員

第14期 2002 8 １１８号 14-15 藤田　一照 sosei international 「ソーシャリー・エンゲイジド・ゼン（社会の諸問題に精力的に関わっていく禅）」 海外
第14期 2002 11 １１９号 4-8 宗教者間の対話(アキール・シディック氏、ホアン・マシア氏、池上幸秀) 高崎経済大学経済学部教授・付属産業研究所所長・駒沢大学仏教経済研究所員

第14期 2002 11 １１９号 9-10 武井　昭 現代と宗教　「仏教経済学って、何！」 その3
第14期 2002 11 １１９号 12-16 池上　幸秀 みんなが集まった。「大きな感動と余韻を胸に」 全曹青会長
第14期 2002 11 １１９号 17 楢崎　通元 「正法眼蔵洗浄」-慕古の慶快- 瑞応寺専門僧堂
第14期 2002 11 １１９号 20-21 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座(6) 環境
第14期 2002 11 １１９号 22-23 藤田　一照 sosei international 「 禅と心理療法」 海外
第14期 2002 11 １１９号 24-25 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　５　-外国人の人権- 人権 介護士・野田信彦法律事務所
第14期 2003 2 １２０号 8-9 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座(7) 環境
第14期 2003 2 １２０号 20-21 藤田　一照 sosei international 「心理療法としての曹洞禅??」 海外
第14期 2003 2 １２０号 22-23 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　6　-基本的人権(１)歴史的背景- 人権 介護士・野田信彦法律事務所
第14期 2003 2 １２０号 ２７ 小池　澄子 エコクッキング　-かぼちゃの種のあえ物- 料理 管理栄養士
第14期 2003 5 １２１号 4-5 池上　幸秀 イラク戦争が問いかけるもの 戦争 全曹青会長
第14期 2003 5 １２１号 6 大田　大穣 民主主義を超えて仏主主義の教育を 戦争 皓台寺専門僧堂堂長
第14期 2003 5 １２１号 7 篠原　鋭一 おきてからではおそい　日常の反戦布教活動を！ 戦争 千葉県・長寿院住職
第14期 2003 5 １２１号 8 南　直哉 反戦と非戦の間 戦争 福井県・霊泉寺住職
第14期 2003 5 １２１号 9 スエズス会 戦争・・・人類にとっての敗北 戦争
第14期 2003 5 １２１号 10 　アキール・シデッキ この上なく寛大にして慈悲深い神の御名において 戦争 日本イスラム文化協会事務局長
第14期 2003 5 １２１号 11-12 八木　久美子 現代と宗教　イスラムの視点 東京外国語大学外国語学部助教授
第14期 2003 5 １２１号 14-15 正木　高志 環境問題のスピリチュアルな視座 終回 環境
第14期 2003 5 １２１号 16-17 藤田　一照 sosei international 「曹洞禅の命脈(＝坐禅)は正しく伝わっているか？」 海外
第14期 2003 5 １２１号 18-19 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　6　-基本的人権(2)歴史的背景- 人権 介護士・野田信彦法律事務所
第14期 2003 5 １２１号 27 エコクッキング　-小松菜の根っこの浅漬け- 料理



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第15期 2003 8 １２２号 4 アメリカのおける原理主義-我々は原理主義から何を学ぶべきか-
第15期 2003 8 １２２号 4-7 森　孝一 イラク戦争の大儀とアメリカの宗教 同志社大学神学部教授
第15期 2003 8 １２２号 7-9 Ｊ・マシア ファンダメンリズムは宗教の自己矛盾 上智大学神学部教授
第15期 2003 8 １２２号 9-11 井上順考 現代社会は宗教教育を必要としているか？ 国学院大学教授
第15期 2003 8 １２２号 12-13 八木久美子 現代と宗教　イスラム原理主義という言葉について考える
第15期 2003 8 １２２号 14-15 藤田　一照 スピリチュアリティとしての禅
第15期 2003 8 １２２号 16 見野　彰信 ディスカバーヒューマンライツ　　-基本的人権(3)メディア規制関連法案とは- 介護士・野田信彦法律事務所
第15期 2003 8 １２２号 27 喜美候部宗一 ピープル 青松寺住職
第15期 2003 8 １２２号 29 お寺散策　静岡県　修善寺　
第15期 2003 8 １２２号 32 青年会モザイク　秋田県曹洞宗青年会
第15期 2003 11 １２３号 6 教育と宗教～それぞれの現場からの提言～
第15期 2003 11 １２３号 7-8 齋藤　昭俊 「宗教の教育」と「宗教による教育」 大正大学名誉教授
第15期 2003 11 １２３号 9-11 神　仁 宗教情操教育の担い手 財団法人　全国青少年教化協議会
第15期 2003 11 １２３号 12-13 椎名　宏雄 本来の宗教者打出への提言 千葉県　龍泉院住職
第15期 2003 11 １２３号 14-15 野田　大燈 福祉現場に求められている菩薩行 大本山総持寺　後堂
第15期 2003 11 １２３号 16-17 見野　彰信 ディスカバーヒュマンライツｰ子供の人権～宗教と教育をめぐる問題-　
第15期 2003 11 １２３号 18-19 西岡　久善 現代と宗教　宗教教育における現代へのアプローチ　世田谷学園の取り組み

第15期 2003 11 １２３号 藤田　一照 曹洞禅の再活性化
第15期 2003 11 １２３号 25 お寺散策　東京都　吉祥寺
第15期 2003 11 １２３号 28 青年会モザイク　北海道第二青年会
第15期 2004 2 １２４号 4 食育の可能性～いのちみえますか？～
第15期 2004 2 １２４号 5-6 大村　直己 ～豊食から飽食さらに崩食の時代へ～今なぜ食育か、そしてどのような食育が必要か ほねぶとネット主宰
第15期 2004 2 １２４号 7-8 田中　和一 食育のすすめｰ心の教育を追って- 田中教育研究所　所長
第15期 2004 2 １２４号 8-9 谷川　彰英 子供のアイデンティティを育てるために 筑波大学教授
第15期 2004 2 １２４号 10-11 佐藤　達全 『典座教訓』『赴粥飯法』に学ぶ人生の生き方 育英短期大学教授
第15期 2004 2 １２４号 12 白澤　雪俊 ピープル『食に対して思うところ』
第15期 2004 2 １２４号 12-13 高梨　尚之 ピープル『これからの精進料理』
第15期 2004 2 １２４号 14-15 現代と宗教　宗教教育における現代へのアプローチ　駒澤大学高等学校の取り組み

第15期 2004 2 １２４号 16-17 見野　彰信 ディスカバーヒュマンライツ基本的人権（4）知る権利　
第15期 2004 2 １２４号 18-19 阿部光裕 三〇周年記念事業に向けて『生死を明らめる』 三〇周年記念事業実行委員長
第15期 2004 2 １２４号 22 近畿曹洞宗青年会連絡協議会「参学の集い」　東大寺歎佛法要
第15期 2004 2 １２４号 25 元気が出る仏教　長野県　宗徳寺
第15期 2004 2 １２４号 28 青年会モザイク　北海道第一宗務所青年会
第15期 2004 5 １２５号 4-12 禅文化学林レポート
第15期 2004 5 １２５号 13-14 三〇周年記念事業かわら版
第15期 2004 5 １２５号 15 阿部　正機 全曹青情報局　青少年教化の原点を求めて 青少年教化委員長
第15期 2004 5 １２５号 19 お寺散策　神奈川県　清流山　常泉寺
第15期 2004 5 １２５号 20 森江　俊孝 現代と宗教　宗教教育における現代へのアプローチ　多々良学園の取り組み

第15期 2004 5 １２５号 22 ダンカン・隆賢・ウイリアムズ 現代の日本における仏教環境活動（1） カリフォルニア大学アーバイン校助教授

第15期 2004 5 １２５号 24 藤田　一照 そうせいインターナショナル西洋人仏教者群像（1）スティーブン・バチェラー氏その1

第15期 2004 5 １２５号 28 青年会モザイク　北海道第三宗務所青年会
第15期 2004 8 １２６号 4 お寺散策　石川県　金沢市　天徳院
第15期 2004 8 １２６号 5 三十周念記念事業かわら版　地区大会紹介
第15期 2004 8 １２６号 10 板橋　興宗 「生老病死の大海を泳ぐ～禅の心と老子（ＴＡＯ）～」　対談 御誕生寺住職、能登総持寺祖院住職
第15期 2004 8 １２６号 10 加島　祥造 「生老病死の大海を泳ぐ～禅の心と老子（ＴＡＯ）～」　対談 文学者
第15期 2004 8 １２６号 22-23 見野　彰信 ディスカバーヒュマンライツ基本的人権（5）表現の自由が問題となったケース

第15期 2004 8 １２６号 24-25 藤田　一照 そうせいインターナショナル西洋人仏教者群像（2）スティーブン・バチェラー氏その2

第15期 2004 8 １２６号 30 青年会モザイク　曹洞宗岐阜県青年会
第15期 2004 11 １２７号 4 全曹青情報局　－ボランティア委員会紹介・活動報告レポート-
第15期 2004 11 １２７号 10 お寺散策　福島県　大沼郡新鶴村　弘安寺
第15期 2004 11 １２７号 11 三十周念記念事業かわら版　九州管区・北海道管区大会報告
第15期 2004 11 １２７号 11 阿部　光裕 三十周念記念事業かわら版　九州管区・北海道管区大会報告 三〇周年記念事業実行委員長
第15期 2004 11 １２７号 20 見野　彰信 ディスカバーヒュマンライツ基本的人権（6）～集会及び結社の自由、通信の秘密～

第15期 2004 11 １２７号 22 藤田　一照 そうせいインターナショナル西洋人仏教者群像（3）スティーブン・バチェラー氏その3

第15期 2004 11 １２７号 28 青年会モザイク　奈良県曹洞宗青年会
第15期 2005 2 １２８号 4 禅文化学林レポート　-第二十七回中国曹青山口大会、全曹青三十周年記念事業併催-

第15期 2005 2 １２８号 14 三十周念記念事業かわら版　四国管区・近畿管区大会報告
第15期 2005 2 １２８号 22 現代と宗教　宗教教育における現代へのアプローチ　愛知中学・高等学校の取り組み

第15期 2005 2 １２８号 24 見野　彰信 ディスカバーヒュマンライツ基本的人権（7）～信教の自由～
第15期 2005 2 １２８号 26 藤田　一照 そうせいインターナショナル西洋人仏教者群像トニー・パッカー（1）
第15期 2005 2 １２８号 32 青年会モザイク　大阪曹洞宗青年会
第15期 2005 5 １２９号 4 三十周念記念事業かわら版　東日本三管区合同・東海管区大会報告
第15期 2005 5 １２９号 12 秋　央文 全曹青情報局　－広報委員会紹介-
第15期 2005 5 １２９号 16 現代と宗教　宗教教育における現代へのアプローチ　駒澤大学・駒澤短期大学の取り組み

第15期 2005 5 １２９号 20 ダンカン・隆賢・ウイリアムズ 現代の日本における仏教環境活動（2） カリフォルニア大学アーバイン校助教授

第15期 2005 5 １２９号 26 青年会モザイク　京都曹洞宗青年会



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第16期 2005 8 １３０号 4-5 阿満　利麿 縁ｘ縁　エンゲイジド・ブッデムズ 社会
第16期 2005 8 １３０号 4-5 大河内　秀人 縁ｘ縁　ピープル～より良い社会を作るために～ 社会 浄土宗　寿光院住職
第16期 2005 8 １３０号 8 奈良　康明 30周年記念事業式典「生老病死の大海を泳ぐ」
第16期 2005 8 １３０号 8 秋田老師 30周年記念事業式典「生老病死の大海を泳ぐ」
第16期 2005 8 １３０号 22 秋田婦人会長 寺族の窓
第16期 2005 8 １３０号 22 第16期宮寺会長 寺族の窓
第16期 2005 8 １３０号 24 蓑輪　顕量 「禅」知識まんだら 仏教 愛知学院大学教授
第16期 2005 8 １３０号 30 村瀬　明道 菜食健美-「食を透して伝えたいこと」村瀬明道尼を訪ねて- 月心寺庵主
第16期 2005 8 １３０号 30 白澤　雪俊 菜食健美-「食を透して伝えたいこと」村瀬明道尼を訪ねて- 普門院副住職
第16期 2005 11 １３１号 4 南　直哉 アニメ世代の宗教ガイド　　アニメと仮想と現実と 恐山菩提寺院代
第16期 2005 11 １３１号 4 正木　晃 アニメ世代の宗教ガイド　　アニメ宗教学の可能性 慶応義塾大学非常勤講師
第16期 2005 11 １３１号 4 弓山　達也 アニメ世代の宗教ガイド　　アニメと霊性（スピリチュアリティ） 大正大学人間学部助教授
第16期 2005 11 １３１号 11 大平　一誠 縁ｘ縁　ピープル～平和な社会を築いていくために～ 浄土真宗本願寺派　覚成寺副住職
第16期 2005 11 １３１号 19 鈴木　健郎 世界の重層信仰（１）　－「シンクレイティズム」とは？ー 専修大学非常勤講師
第16期 2005 11 １３１号 20 ダンカン・隆賢・ウイリアムス 現代における日本の仏教環境運動（ 終回） カリフォルニア大学アーバイン校助教授

第16期 2005 11 １３１号 22 ギャナ・ラタナ 「禅」知識まんだら（２）　ー上座仏教における瞑想と実践ー 愛知学院大学非常勤講師

第16期 2005 11 １３１号 29 岩館　香央里 寺族の窓 秋田県　恩徳寺寺族
第16期 2006 2 １３２号 4 平成１７年度禅文化学林　第２９回東海管区曹洞宗青年会大会
第16期 2006 2 １３２号 4 平成１７年度禅文化学林 曹洞宗岐阜県青年会３０周年記念大会
第16期 2006 2 １３２号 24 北沢　裕 世界の重層信仰（２）　キリスト教における重層性 東洋英和女学院大学非常勤講師

第16期 2006 2 １３２号 26 西村　惠信 「禅」知識まんだら（３）　臨済禅に於ける坐禅　－その意味と実践ー 滋賀県臨済宗妙心寺派興福寺閑栖

第16期 2006 2 １３２号 29 鈴木　歩 寺族の窓 埼玉県　東陽寺寺族
第16期 2006 ４ １３３号 4-11 仏教者の「宗教教育」へのかかわり方を考える
第16期 2006 ４ １３３号 4-11 梶原　敬一 宗教教育のための覚え書き 姫路医療センター小児科医長、真宗大谷派僧侶

第16期 2006 ４ １３３号 4-11 洗　建 「教育基本法」改正推進派・反対派　その問題点 駒沢大学元教授
第16期 2006 ４ １３３号 12-14 高瀬　元勝 縁ｘ縁　ピープル～自分ができる寺院活動を探し求めて～ 小牧市薬王寺住職
第16期 2006 ４ １３３号 20-21 冨沢　かな　 世界の重層信仰（3）　ーインドにおける宗教的重層性ー 高崎経済大学非常勤講師
第16期 2006 ４ １３３号 22-23 池田　魯参 「禅」知識まんだら（４）　　－止観の坐禅ー 駒沢大学教授
第16期 2006 4 １３３号 27 石上　博國 そうせい相談室 碧雲寺住職
第16期 2006 4 １３３号 28 飯島　惠道 あまんずそうせい 長野県東昌寺副住職
第16期 2006 4 １３３号 29 白澤　雪俊 菜食健美 普門院副住職
第16期 2006 ４ １３３号 30 鏡島　眞理子 寺族の窓 泉龍寺寺族
第16期 2006 4 １３３号 31 宮寺　守正 そうせいサロン １６期全曹青会長
第16期 2006 4 １３３号 31 荒　利美 そうせいサロン「ＡＲＡＫＡＮＫＡＮ］ 鍼灸師
第16期 2006 ７ １３４号 15-17 藤　大慶 縁ｘ縁　ピープル～自身の虚しさが行動の原点～ 浄土真宗本願寺派　西福寺前住職
第16期 2006 ７ １３４号 20-21 蓮池　隆広 世界の重層信仰（４）　ー東南アジアにおける世界の重層信仰ー 武蔵野美術大学非常勤講師
第16期 2006 ７ １３４号 22-23 野村　正次郎 「禅」知識まんだら（５）　　－チベット仏教における空とその修習法ー 文殊師利大乗仏教会
第16期 2006 7 １３４号 27 飯島　惠道 あまんずそうせい 長野県東昌寺副住職
第16期 2006 7 １３４号 28 シラウォン・プッタワン 寺族の窓 島根県　常光寺寺族
第16期 2006 7 １３４号 29 宮寺　守正 そうせいサロン １６期全曹青会長
第16期 2006 7 １３４号 30-31 佐藤　初女 菜食健美　対談 森のイスキア主宰
第16期 2006 7 １３４号 30-31 白澤　雪俊 菜食健美　対談 普門院副住職
第16期 2006 10 １３５号 4-8 仏教者の「宗教教育」へのかかわり方を考える  part2
第16期 2006 10 １３５号 4-8 末木文美士 宗教教育は必要か？ 東京大学大学院人文社会系研究科教授

第16期 2006 10 １３５号 4-8 梶原　敬一 宗教教育のための覚え書き　part2-「信ずる」とは何か- 姫路医療センター小児科医長、真宗大谷派僧侶

第16期 2006 10 １３５号 14-15 大菅　俊幸 縁ｘ縁　ピープル特別寄稿～日本のエンゲイジト・ブッディストたち～ 社団法人シャンティ国際ボランティア会職員

第16期 2006 10 １３５号 18-19 鈴木　健郎 世界の重層信仰（5）　ー中国における重層信仰ー 専修大学専任講師
第16期 2006 10 １３５号 20-21 井上　ウィマラ 「禅」知識まんだら（５）　　－気づきの三つのモードについてー 高野山大学助教授
第16期 2006 10 １３５号 24 飯島　惠道 あまんずそうせい 長野県東昌寺副住職
第16期 2006 10 １３５号 25 高山　一葉 寺族の窓 福岡県　宝林寺寺族
第16期 2006 10 １３５号 26 宮寺　守正 そうせいサロン １６期全曹青会長
第16期 2006 10 １３５号 26 荒　利美 そうせいサロン「ＡＲＡＫＡＮＫＡＮ］ 鍼灸師
第16期 2006 10 １３５号 27 白澤　雪俊 菜食健美　 普門院副住職
第16期 2007 1 １３６号 4-9 山崎　登 平成１８年度禅文化学林　九州大会「今私たちがすべきこと」 NHK解説委員
第16期 2007 1 １３６号 4-9 関　尚士 平成１８年度禅文化学林　九州大会「今私たちがすべきこと」 SVA国内事業課長
第16期 2007 1 １３６号 4-9 荒木　正昭 平成１８年度禅文化学林　九州大会「今私たちがすべきこと」 熊本県地蔵院住職　１３期全曹青会長

第16期 2007 1 １３６号 4-9 宮寺　守正 平成１８年度禅文化学林　九州大会「今私たちがすべきこと」 １６期全曹青会長
第16期 2007 1 １３６号 12-14 楠山　泰道 縁ｘ縁　ピープル～社会で市民権を得ていくために～ 日蓮宗　大明寺住職
第16期 2007 1 １３６号 18-19 林　淳 世界の重層信仰（６）　ー日本における重層信仰ー 愛知学院大学教授
第16期 2007 1 １３６号 20-21 羽矢　辰夫 「禅」知識まんだら（７）　　－ゴーダマ・ブッダと瞑想ー 青森公立大学教授
第16期 2007 1 １３６号 24 飯島　惠道 あまんずそうせい 長野県東昌寺副住職
第16期 2007 1 １３６号 25 桑原　玲子 寺族の窓 新潟県　瑞光寺寺族
第16期 2007 1 １３６号 26 宮寺　守正 そうせいサロン １６期全曹青会長
第16期 2007 1 １３６号 27 白澤　雪俊 菜食健美　 普門院副住職
第16期 2007 4 １３７号 2-4 野崎　洋光 菜食健美　「笑って白いご飯が食べられれば幸せ」 「分とく山」総料理長
第16期 2007 4 １３７号 6-7 川口　高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ-タックのある大絡子- 愛知学院大学教授　名古屋市法持寺住職

第16期 2007 4 １３７号 8 熊谷　忠興 曹洞宗衆列伝『鴻　雪爪』 岩手県　正洞寺住職
第16期 2007 4 １３７号 18-19 住家　正芳 世界の重層信仰（ 終回）　ー『シンクレティズム』の現在ー 日本学術振興会特別研究員
第16期 2007 4 １３７号 20-21 笛岡　泰雲 「禅」知識まんだら（ 終回）　　－曹洞宗宗侶として他宗派の坐禅を学ぶ意義ー 宝泉寺住職
第16期 2007 4 １３７号 22 飯島　惠道 あまんずそうせい 長野県東昌寺副住職
第16期 2007 4 １３７号 23 河村　由美 寺族の窓 北海道　養福寺寺族
第16期 2007 4 １３７号 24-26 白石　豊 スポーツ心理学で読み解く禅「究極の集中状態ゾーン」 福島大学教育学部教授
第16期 2007 4 １３７号 27 宮寺　守正 そうせいサロン １６期全曹青会長



≪『そうせい』執筆者≫

発行年 月 号数 ページ数 執筆者／講演者 記事名 ジャンル 所属
第17期 2007 7 １３８号 2 佐々木宏幹・小川浩一・宮寺守正 我々は誰にコミットするのか？－仏教のコミュニケーション力ー 対談
第17期 2007 7 １３８号 17 栗野俊之 そうとう衆列伝 永平寺資料全書室室長
第17期 2007 7 １３８号 18 柴田久美子 あまんずのダイアローグ①
第17期 2007 7 １３８号 20 ギャナ・ラタナ長老 修行によって何が知られるのか　ー名と色ー
第17期 2007 7 １３８号 24 友貞寛子 寺族のテラス　寺族の宗制規定改善について 広島県
第17期 2007 7 １３８号 28 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　－シュジ衣と絡子ー 愛知学院大学教授
第17期 2007 7 １３８号 30 白澤雪俊 菜食健美 弘前市普門院副住職
第17期 2007 10 １３９号 2 枡野俊明 山水に得失なし得失は人の心にあり インタビュー 建功寺住職
第17期 2007 10 １３９号 16 ギャナ・ラタナ長老 縁起の観察
第17期 2007 10 １３９号 18 菅原研洲 そうとう衆列伝
第17期 2007 10 １３９号 19 白澤雪俊 菜食健美 弘前市普門院副住職
第17期 2007 10 １３９号 20 川橋範子 寺族のテラス　「寺族問題」への扉 愛知県
第17期 2007 10 １３９号 24 柴田久美子 あまんずのダイアローグ②
第17期 2007 10 １３９号 26 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　－袈裟を縮小した小衣ー 愛知学院大学教授
第17期 2008 1 １４０号 16 白澤雪俊 菜食健美 弘前市普門院副住職
第17期 2008 1 １４０号 17 菅原諭貴 そうとう衆列伝
第17期 2008 1 １４０号 18 護山真也 苦を考える
第17期 2008 1 １４０号 20 飯島恵道 あまんずのダイアローグ
第17期 2008 1 １４０号 21 菅原征子 寺族のテラス　寺族ということば 東京都
第17期 2008 1 １４０号 24 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　－一休宗純の大掛絡ー 愛知学院大学教授
第17期 2008 4 １４１号 2 南澤道人 故宮崎禅師を偲んで 永平寺副貫首
第17期 2008 4 １４１号 3 田中真海 故宮崎禅師に参じて 宝慶寺専門僧堂堂長
第17期 2008 4 １４１号 4 伊藤隆慶 掛け替えのない日々 埼玉県鳳林寺住職
第17期 2008 4 １４１号 5 白澤雪俊 菜食健美 弘前市普門院副住職
第17期 2008 4 １４１号 15 秋央文 そうとう衆列伝
第17期 2008 4 １４１号 16 安藤生大 環境問題のツボ 千葉科学大学危機管理学部准教授
第17期 2008 4 １４１号 18 地橋秀雄 無常を観る瞑想
第17期 2008 4 １４１号 20 見野彰信 「裁判員制度」のシステムをやさしく紹介 弁護士
第17期 2008 4 １４１号 21 永島慧子 寺族のテラス　お父さんから選ばれた 青岸寺寺族
第17期 2008 4 １４１号 24 大西秀樹・飯島恵道 あまんずのダイアローグ③
第17期 2008 4 １４１号 26 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　－肖像画よりみた掛絡ー 愛知学院大学教授
第17期 2008 7 １４２号 7 神野哲洲 我妻耕道師を偲んで 第7期会長
第17期 2008 7 １４２号 18 大室英暁 そうとう衆列伝
第17期 2008 7 １４２号 19 太田紀子 寺族のテラス　仏教讃歌女声コーラス「マーヤの会」 三重県　大蓮寺寺族　
第17期 2008 7 １４２号 20 ギャナ・ラタナ長老 念と正知
第17期 2008 7 １４２号 22 鬼頭秀一 環境問題のツボ 東京大学大学院教授
第17期 2008 7 １４２号 24 見野彰信 「裁判員制度」のシステムをやさしく紹介 弁護士
第17期 2008 7 １４２号 25 白澤雪俊 菜食健美 弘前市普門寺副住職
第17期 2008 7 １４２号 28 大西秀樹・飯島恵道 あまんずのダイアローグ
第17期 2008 7 １４２号 30 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　高台寺の木像の掛絡 愛知学院大学教授
第17期 2008 10 １４３号 12 小早川浩大 そうとう衆列伝
第17期 2008 10 １４３号 13 江京子 寺族のテラス　お寺と私（寺族）を思うとき 三重県　陽珠院寺族
第17期 2008 10 １４３号 16 地橋秀雄 苦を観る瞑想と悟り
第17期 2008 10 １４３号 18 鬼頭秀一 環境問題のツボ 東京大学大学院教授
第17期 2008 10 １４３号 23 白澤雪俊 菜食健美 弘前市普門院副住職
第17期 2008 10 １４３号 24 出口久美・飯島恵道 あまんずのダイアローグ
第17期 2008 10 １４３号 26 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　高台寺の木像の掛絡（２） 愛知学院大学教授
第17期 2009 1 １４４号 15 丸山劫外 そうとう衆列伝
第17期 2009 1 １４４号 16 大田健次郎 メンタルケアの方法としての坐禅
第17期 2009 1 １４４号 18 鬼頭秀一 「切れた」関係を「つなぐ」環境倫理と「宗教」の役割 東京大学大学院教授
第17期 2009 1 １４４号 24 出口久美・飯島恵道 あまんずのダイアローグ
第17期 2009 1 １４４号 26 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　土峰宋山の木像と古林清茂の大掛絡 愛知学院大学教授
第17期 2009 4 １４５号 2 安藤生大 環境問題のツボ 千葉科学大学危機管理学部准教授
第17期 2009 4 １４５号 16 熊野宏昭 新しい心理療法における「気付き」の核心的役割
第17期 2009 4 １４５号 18 丸山劫外 そうとう衆列伝
第17期 2009 4 １４５号 22 白澤雪俊 菜食健美 弘前市普門院副住職
第17期 2009 4 １４５号 24 浅野弘毅・飯島恵道 あまんずのダイアローグ
第17期 2009 4 １４５号 26 川口高風 曹洞宗の袈裟に学ぶ　黙山元轟と微笑尼の守持衣 愛知学院大学教授


